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新型インフルエンザについて 

ぴちぴち那珂っこ 

��

��

��

��

��

ふれあいセンターごだい 
オープン 

水戸ホーリーホック那珂市の日、 
市民の歌・音頭の制作について ��

Information

環境ミニトピックス　ほか 

まちの話題 

那珂市消費生活センターです 

さわやかさん、表紙の裏側　ほか 
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２
０
０
９
年
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
Ｈ
１
Ｎ
１
）の
発
生
が
確
認
さ
れ
た
４
月

　

日
か
ら
今
日
ま
で
、
感
染
者
数
は
日
々

２７増
加
し
て
お
り
、
特
に
冬
を
迎
え
る
南
半

球
に
お
い
て
著
し
い
増
加
が
見
ら
れ
て
い

ま
す
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、
５
月
に
国

内
初
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
以
降
、
感

染
は
全
国
に
拡
大
し
、
６
月　

日
茨
城
県

１６

内
、
７
月　

日
に
は
那
珂
市
内
で
も
新
型

１０

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
県
内
で
は
、
そ
の
後
も
断
続
的
に
患

者
の
発
生
が
続
い
て
い
る
状
況
で
す
。

　

今
後
、
秋
冬
に
向
け
て
、
全
国
的
か
つ

大
規
模
な
患
者
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
お

り
、
対
応
と
更
な
る
検
討
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

我
が
国
に
お
け
る
感
染
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
一
部
地
域
に
お
い
て
、
学
校
や
部

活
に
お
け
る
集
団
感
染
事
例
、
こ
れ
以
外

に
も
散
発
事
例
が
多
く
の
都
道
府
県
で
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
が
国
や
諸
外
国
で

の
感
染
状
況
の
推
移
を
見
る
と
、
国
内
で

の
感
染
拡
大
を
食
い
止
め
る
こ
と
は
で
き

ず
、
今
後
も
患
者
発
生
が
続
く
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

２
０
０
９
年
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
Ｈ
１
Ｎ
１
）
の
特
性
と
し
て
、
基
礎
疾
患

を
有
す
る
者
（
妊
婦
、
乳
児
、
高
齢
者
を

含
む
）
な
ど
は
重
症
化
の
可
能
性
が
高
い

と
の
報
告
が
あ
り
、
今
後
、
患
者
数
の
増

加
に
伴
い
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
者
（
妊
婦
、

乳
児
、
高
齢
者
を
含
む
）
で
重
症
患
者
が

増
加
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
国
内
外
お
よ

び
県
内
等
の
発
生
情
報
を
受
け
て
、
小
宅

近
昭
市
長
を
本
部
長
と
す
る
、
那
珂
市
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
会
議
を
随

時
開
催
し
、
情
報
収
集
に
努
め
る
と
と
も

に
市
民
の
健
康
と
安
全
を
守
る
た
め
、
県

や
保
健
所
と
連
携
し
た
対
策
に
取
り
組

み
、
混
乱
を
招
く
こ
と
の
無
い
よ
う
、
手

洗
い
・
う
が
い
な
ど
の
感
染
予
防
策
、
医

療
機
関
受
診
の
際
の
注
意
点
な
ど
を
周
知

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
正
確
な
情
報
を
提
供
い
た
し

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
に
は
冷
静
な
対

応
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
の
健
康
管
理
が
重
要
で
す
。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
と
十
分
な
休
息
で
抵
抗
力

を
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
予
防
接
種
で

防
げ
る
病
気
は
、
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
て
お

き
、
感
染
の
機
会
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

基
礎
疾
患
（
糖
尿
病
な
ど
の
慢
性
疾
患
）

の
管
理
を
十
分
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。　

　

食
料
等
の
生
活
必
需
品
の
備
蓄
を
し
ま

し
ょ
う
。
流
行
時
や
感
染
し
て
し
ま
っ
た

と
き
は
、
外
出
し
な
く
て
い
い
よ
う
に
、

食
料
や
日
用
品
・
不
織
布
製
マ
ス
ク
の
備

蓄
（
一
〜
二
週
間
分
程
度
）
を
し
ま
し
ょ

う
。
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取
り
組
み

取
り
組
み

取
り
取
り
取
り
取
り
取
り
取
りりり
取
り
組

取
り
組

取取取取取取取取取取取取取取取取取取
の
取
の
取
の
取
の
取
の
取
の
取
のののののののののののののののののののの
市
の
市
の
市
の
市
の
市
の
市
の
市
の
市
の
市
の
市
の
市
の
市
の
市
の
市
の
市市市市市市
珂
市
珂
市
珂珂珂
市
珂
市
珂
市
珂
市

那
珂
那
珂
那
珂
市
の
取
り
組
み

の
備
え

の
備
え

のの

ひ
と
り
の
備

ひ
と
り
の
備

人
ひ
と
り
の

人
ひ
と
り
の

ひ
と
り
の

ひ
と
り
の

人
ひ
と
り
の

人
ひ
と
り
の

人
ひ
と
り
の

人
ひ
と
り
の
り
の
り
の
りりりりりりりりりりりり
と
り
と
り
とととととととと
ひひひひひひ

一
人
ひ

一
人
ひ

一
人
ひ
と
り
の
備
え

すす

続
い
て
い
ま
す

続
い
て
い
ま
すすす

流
行
が
続
い
て
い
ま
す

流
行
が
続
い
て
い
ま
す

流
行
が
続
い
て
い
ま
す

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

新新新
型
新
型
新新新新新新新新新新新新新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」

健
康
推
進
課

�
２
７
０
‐
８
０
７
１

問い合わせ

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�



【発熱患者の受診の流れ】
基礎疾患等を
有するかた　有するかた　
（※参照）（※参照）

かかりつけ医師 紹介紹介

診
療
が
困
難
な

場
合

診療 診療

一般医療機関
（院内感染対策強化済）

急な発熱と咳、のどの
痛みなどの症状がある痛みなどの症状がある

新型インフルエンザ相談窓口
常陸大宮保健所（平日）
茨城県庁（休日）

自宅療養 入院治療 自宅療養 入院治療

広報なか９月号３

　

国
は
、
６
月　

日
に
「
医
療
の
確
保
、

１９

検
疫
、
学
校
、
保
育
施
設
等
の
臨
時
休
業

の
要
請
等
に
関
す
る
運
用
指
針
」
の
改
定

を
行
い
、
対
策
の
力
点
を
「
感
染
の
封
じ

込
め
と
拡
大
防
止
」
か
ら
「
患
者
の
急
激

で
大
規
模
な
増
加
の
抑
制
緩
和
」
お
よ
び

「
重
症
患
者
の
救
命
を
最
優
先
と
す
る
医

療
体
制
の
整
備
」
へ
と
移
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
７
月　

日
に
「
茨
城
県

２２

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
会
議
」

（
本
部
長：

橋
本
知
事
）
に
お
い
て
相
談
、

診
療
体
制
等
を
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
国
の
方
針
変
更
を
受
け
、
本
県
で

も
、
７
月　

日
か
ら
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

２４

ン
ザ
の
疑
い
の
あ
る
か
た
に
つ
い
て
は
、

か
か
り
つ
け
医
な
ど
最
寄
り
の
一
般
医
療

機
関
で
診
療
す
る
体
制
に
移
行
し
ま
し

た
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
感
染
予
防
の
た

め
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
は
、
必
ず

事
前
に
電
話
で
連
絡
し
、
受
診
方
法
等
に

つ
い
て
指
示
を
受
け
、
マ
ス
ク
を
着
用
し

た
う
え
で
受
診
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。 �
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妊
娠
し
て
い
る
か
た
、
基
礎
疾
患

の
あ
る
か
た
に
つ
い
て
は
、
必
ず
か

か
り
つ
け
医
に
電
話
し
、
受
診
方
法

等
を
確
認
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
今
後
は
、
関
係
機
関
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
重
症
患
者
に

対
し
適
切
な
医
療
の
提
供
が
で
き
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※
基
礎
疾
患
の
あ
る
か
た
と
は
、
妊

婦
、
幼
児
、
高
齢
者
、
慢
性
呼
吸
器

疾
患
、
代
謝
性
疾
患
（
糖
尿
病
等
）、

肝
機
能
障
害
、
免
疫
機
能
不
全
（
ス

テ
ロ
イ
ド
全
身
投
与
等
）
等
を
有
し

て
お
り
、
医
師
に
よ
り
重
症
化
リ
ス

ク
が
高
い
と
判
断
さ
れ
た
か
た
な

ど
。

　

８
月
１
日
か
ら
は
、
次
の
と
お
り
と
な

り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
患
者
発
生
状
況
に

よ
り
対
応
時
間
等
を
見
直
す
こ
と
も
あ
り

得
ま
す
。
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新型インフルエンザ相談窓口名　称

・受診医療機関がわからない患者への医療機関の紹介
・自宅療養中の患者の相談対応等業　務

常陸大宮保健所（午前８時３０分から午後５時３０分まで）
� ０２９５－５２－１１５７・FAX ０２９５－５２－２８６５平日（月～金）

県庁（午前８時３０分から午後５時３０分まで）
� ３０１－４００１・FAX ３０１－６３４１

休　日
（土、日、祝日等）



れあいセンターふれ
だいごだ
れあ
だい
ふ
ごだ オープン！

センター
オープン！9.1
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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
拠
点
と
し

て
の
役
割
を
担
う
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

ご
だ
い
」
が
完
成
し
、
９
月
１
日
か
ら
利

用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用

さ
れ
る
こ
と
で
、
文
化
お
よ
び
教
養
の
向

上
、
福
祉
の
増
進
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目

的
に
設
置
さ
れ
た
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

ご
だ
い
」。
敷
地
面
積
は
約
９
６
７
９ 
㎡
、

床
面
積
は
約
１
１
１
７ 
㎡ 
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
平
屋
建
の
建
物
で
、
多
目
的

室
、
調
理
室
、
会
議
室
（
２
室
）、
和
室（
２

室
）、
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
（
２
面
）
等
を

有
し
て
い
ま
す
。

　

多
目
的
室
は
、
定
員
が
２
０
０
人
で
各

種
集
会
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
利
用
で

き
ま
す
。
調
理
室
は
Ｉ
Ｈ
調
理
器
で
料
理

教
室
や
調
理
実
習
に
使
用
で
き
ま
す
。
会

議
室
と
和
室
は
２
室
ず
つ
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
に
応
じ
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー
や

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
等
に
使
用
で
き
る
天
然
芝

の
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
を
備
え
て
い
ま
す
。

 各種集会やイベント
の会場に。定員２００人です。
多目的室  ＩＨで調理できます。

料理教室や調理実習に。
調 理 室

 子ども会・自治会の会
合、カルチャー教室などに。
会 議 室

 クロッケーや
ゲートボール等にご利用ください。
多目的グランド 小さなお子様などの遊

び場として楽しい空間を設けました。
児 童 室 図書の閲覧がで

きます。貸出も行っています。
図書コーナー

 お花やお茶など、幅
広くご利用ください。
和　 室

����
ふれあいセンターごだいには
多目的室、調理室、会議室（２
室）、和室（２室）、多目的グ
ランド（２面）などの施設が
あります。

 ギャラリーとしても利用できます。
休憩・談話・ギャラリーコーナー

文
化
、
教
養
、
健
康
づ
く
り
な
ど

幅
広
い
活
動
に  

―
―
―
―
―
―
―

こ
の
施
設
の
整
備
に
は
、
茨
城
県
原
子
力
地

域
振
興
事
業
費
補
助
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。



広報なか９月号５

����
施設の利用料金は左表をご覧
ください。使用したいかた
は、使用日の３日前までに使
用許可申請書を窓口へ提出し
てください。

ふれあいセンターごだい�����

●利用料金

午前９時～　
午後９時３０分

午後５時～　
午後９時３０分

午後１時～　
午後４時３０分

午前９時～　
午後０時３０分定員使用区分

３，６００円２，４００円１，２００円１，２００円２００人多目的室

３，６００円２，３００円１，２００円１，２００円２４人調理室

１，８００円９００円６００円６００円４０人会議室１・２
（１室につき）

１，８００円９００円６００円６００円４０人和室１・２
（１室につき）

午後１時～午後５時午前９時～午後１時多目的グランドＡ・Ｂ（芝生）
［１面（１，５００m2）につき］ １，０００円１，０００円

�����������

開館時間　９：００～２１：３０
休　館　日　毎週月曜日（休日の場合は翌日）、
　　　　　年末年始　※臨時休館あり
問い合わせ　ふれあいセンターごだい
　　　　　〒３１１－０１１１　後台１４９１－４３
　　　　　�３５３－２６６６

●案内図

　ふれあいセンターごだい開館記
念式典が８月３１日に行われまし
た。式典では、市関係者や土地協
力者、工事関係者など多くのかた
がたが出席し、ふれあいセンター
ごだいの開館を祝いました。
　この式典に先立ち、五台小学校
金管バンド部の皆さんによる力強
い演奏が披露され、同センターの
開館に華を添えました。

「文化、教養、健康づくり活動な
どをとおして、住民相互の親睦・
交流や地域の活性化、健康増進に
大きく寄与することを期待しま
す」式辞を述べる小宅市長

��������	
�
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地
域
に
根
差
し
た
健
康
づ
く
り
活
動
を

進
め
る
た
め
、
食
生
活
改
善
推
進
員
な
ど

が
行
う
体
験
活
動
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
支
援
し
、
食
育
を
地
域
へ
浸
透
さ

せ
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
家
庭
は
生
活
の
拠
点

で
あ
り
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
地
域
や
、
地

域
に
根
ざ
し
た
団
体
な
ど
の
役
割
が
重
要

で
す
。
地
域
の
各
種
団
体
な
ど
が
市
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
へ
積
極
的
に
参
加
し
活
動
で

き
る
よ
う
支
援
い
た
し
ま
す
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
団
体
と
連
携
を
図

り
、
食
育
活
動
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
住
民
に
よ
る
自
発
的
な
取
り
組
み

を
促
進
す
る
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

食
育
の
浸
透
を
広
め
る
た
め
に
、
健
康

や
食
育
に
関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
収
集

し
、
職
場
や
地
域
、
家
庭
へ
の
継
続
し
た

普
及
啓
発
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。
毎

年
６
月
を
食
育
月
間
、
毎
月　

日
を
食
育

１９

の
日
と
し
て
、
食
を
大
切
に
す
る
気
持
ち

な
ど
食
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
市
民
一
人

ひ
と
り
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。

　

市
町
村
が
開
催
す
る
養
成
講
習
会
（
約

　

時
間
）
を
受
講
し
、
終
了
後
、
各
市
町

４０村
単
位
で
構
成
し
て
い
る
協
議
会
（
任
意

団
体
）
の
会
員
と
な
っ
て
、
自
主
的
な
食

生
活
改
善
を
中
心
と
し
た
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。

　
「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く

り
活
動
を
、
ま
た
、
食
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
幅
広
い
食
育
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　

那
珂
市
で
は
、
１
３
４
人
（
平
成　

年
２１

４
月
１
日
現
在
）
の
推
進
員
が
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

��

�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�

食
育
を
支
え
る
柱　

Ⅱ
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【那珂市食育推進計画 ６ 】

　

食
品
関
連
業
者
な
ど
（
製
造
、
加
工
、
流
通
、
販
売
、
提
供
を
す
る

事
業
者
・
団
体
）
や
食
生
活
改
善
推
進
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
関

係
団
体
が
、
自
主
的
・
積
極
的
な
食
育
推
進
に
努
め
、
地
域
な
ど
の
食

育
推
進
に
家
庭
や
市
民
が
関
わ
っ
て
い
く
「
き
っ
か
け
」
づ
く
り
、
食

の
重
要
性
を
浸
透
さ
せ
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

食
育
推
進
運
動
の
展
開
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広報なか９月号７

��������	
���
　私たち市民をはじめとする食育の関係者が、食育を応援するためのキーワードを基に、私たち
ができることをまとめ、那珂市の基本目標を達成するための問題解明や、内容を理解するうえで
の重要な手がかりをまとめました。

〇家庭・市民

　食のイベントへ積積極的に参加します的に参加しま
　食育月間、食育のの日を盛り上げますを盛り上げ

活改善推進員〇食品関連業者・食生活品関連業者

　食育を浸透させます　食育を浸透さ
庭支援します　料理講習会などで家庭　料理講習会
日を広めます育月間、食育の日　食育月
る情報を発信します　食への理解を深める情　食

〇地域

す　地域の自発的な食育を広めます　地域の自発的な食
します　料理講習会などで家庭支援しま理講習会などで家

〇茨城県保健福祉部保健予防課　�３０１－３２２９
〇総合保健福祉センター「ひだまり」　市健康推進課　�２７０－８０７１

食育に関する問い合わせ

��������	
　食品関連業者など（製造、加工、流通、販売、提供をする事業者・団体）や食生活改善推進員、
ボランティアなどの関係団体は、自主的・積極的な食育推進に努め、地域などの食育推進活動に
助言や指導をする活動に取り組みます。「家庭・市民」「地域」「食品関連業者及び食生活改善推進
員」が連携した取り組みが重要です。

食育応援キーワード

健康づくり・・・生活習慣の改善と健康増進のための健康づくり
　人　づくり・・・子どもの健全な成長のための人づくり

��������
健康とは、体に悪い所が無く、丈夫な状態を保ち続けること。
人とは、人間らしさを育て上げること。次の世代を担う子ど
もたちが、心身の活動の源となる力あふれ、元気な子どもへ
と育っていくことを願います。
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協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

主
体
と
な
る
の
は
、
市
と
市
民
で
す
。

　

し
か
し
、
市
民
と
一
言
で
言
っ
て
も
、

一
人
ひ
と
り
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
や
環

境
が
違
う
よ
う
に
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
上
で
の
果
た
す
べ
き
役
割
や
責
任
も

違
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
立
場
や
環
境
に
つ
い
て
は
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
基
本
条
例
で
、
次
の

よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
。

　
「
市
民
」
と
は
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
か

た
や
勤
務
・
通
学
し
て
い
る
か
た
（
市
外

か
ら
の
勤
務
・
通
学
を
含
む
）
を
指
し
ま

す
。
な
お
、
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
が

あ
る
法
人
や
個
人
を
「
事
業
者
」
と
し
ま

す
。

　

現
在
の
区
の
よ
う
に
、
あ
る
一
定
の
地

域
に
住
ん
で
い
て
、
連
帯
感
や
共
同
意
識

を
持
ち
な
が
ら
、
地
域
の
発
展
や
課
題
解

決
に
向
け
て
自
主
的
な
活
動
を
す
る
市
民

の
集
ま
り
は
「
市
民
自
治
組
織
」
と
し
ま

す
。

　

ま
た
、
営
利
を
目
的
と
せ
ず
、
市
民
の

自
主
的
な
意
志
に
基
づ
き
、
地
域
活
性
化

を
目
指
す
公
益
的
な
活
動
を
続
け
て
い
く

市
民
の
集
ま
り
を
「
市
民
活
動
団
体
」
と

し
ま
す
。
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協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
社
会

的
背
景
に
は
、
都
市
化
や
少
子
高
齢
化
な

ど
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
て
い
る
こ
と
や
、

市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
伴
う

行
政
へ
の
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
や
団
塊
の
世
代
の

大
量
退
職
な
ど
に
よ
り
社
会
構
造
が
大
き

く
変
化
し
、
受
益
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
に
な
り

つ
つ
あ
る
反
面
、
最
近
、
自
主
防
犯
組
織

や
自
主
防
災
組
織
が
各
地
域
で
立
ち
上
が

る
な
ど
、
市
民
自
ら
が
、「
地
域
で
で
き
る

こ
と
は
何
か
」
を
考
え
行
動
す
る
と
い
う

意
識
変
化
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
自
主
的
、
自
発
的
な
活

動
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
活
動
を
担
う
市
民

自
治
組
織
や
市
民
活
動
団
体
は
、
市
に

と
っ
て
重
要
な
協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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「
行
政
区
」
と
は
、「
那
珂
市
区
長
及
び

組
合
長
の
設
置
に
関
す
る
規
則
」
に
基
づ

き
、
市
と
市
民
と
の
行
政
連
絡
を
緊
密
に

し
、
市
政
の
円
滑
な
運
営
と
進
行
を
図
る

た
め
に
、
市
が
設
置
し
た
も
の
で
す
。
区

長
、
副
区
長
、
組
合
長
を
中
心
と
し
て
、

環
境
美
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
様
々
な
自
主
活
動

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
主
な
役
員
で

あ
る
区
長
な
ど
は
、
市
長
が
委
嘱
し
て
い

る
非
常
勤
特
別
職
公
務
員
で
あ
り
、
行
政

区
も
市
の
機
関
の
一
部
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
、「
自
治
会
」
は
、
地

域
の
こ
と
を
自
ら
が
考
え
行
動
す
る
「
自

治
」
の
精
神
に
基
づ
き
、
地
域
住
民
が
自

主
的
に
組
織
す
る
も
の
と
い
う
大
き
な
違

い
が
あ
り
ま
す
。
自
治
会
長
な
ど
も
、
地

域
住
民
が
民
主
的
に
選
出
す
る
も
の
で
市

長
が
委
嘱
し
報
酬
を
払
う
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

通
常
の
事
業
活
動
は
、
現
在
の
行
政
区

に
お
い
て
も
自
主
的
な
企
画
運
営
に
よ
り

行
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
う
い
っ

た
点
で
は
、
大
き
く
変
わ
る
点
は
な
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
治
会
設
置
に
あ
た
っ
て

は
、

　

①
会
則
を
有
し
て
い
る

　

②
会
則
に
よ
り
、
会
費
、
役
員
、
会
議

な
ど
の
項
目
が
整
理
さ
れ
て
い
る

　

③
会
則
に
基
づ
き
、
民
主
的
な
運
営
が

な
さ
れ
て
い
る

な
ど
の
要
件
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
の

で
、
会
則
等
を
整
備
し
て
い
な
い
一
部
の

行
政
区
に
お
い
て
は
、
相
違
点
と
言
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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区
長
制
度
は
、
市
（
行
政
）
か
ら
の
仕

事
に
追
わ
れ
が
ち
で
、
市
民
の
自
主
的
な

活
動
の
活
性
化
が
進
ま
な
い
要
因
の
一
つ

に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
行
政
区
に
お
い

て
は
、
企
画
運
営
が
限
ら
れ
た
人
数
の
役

員
で
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
や
、
さ

ら
に
は
、
企
画
運
営
に
参
加
し
て
い
る
市

民
が
高
齢
化
し
て
き
て
い
る
と
い
う
問
題

も
生
じ
て
い
ま
す
。

　

将
来
を
見
据
え
た
市
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
市
（
行
政
）

と
行
政
区
の
関
係
の
あ
り
方
を
見
直
す
と

と
も
に
、
多
く
の
地
域
住
民
の
参
加
に
よ

り
「
自
治
」
の
精
神
に
基
づ
い
た
民
主
的

な
運
営
が
可
能
な
組
織
に
変
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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現
在
の
行
政
区
を
基
本
と
し
た
「
単
位

自
治
組
織
（
自
治
会
）」、
小
学
校
区
を
基

本
と
し
て
新
た
に
位
置
づ
け
る
「
中
間
自

治
組
織
（
校
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
）」、

市
全
域
を
対
象
と
す
る
「
上
部
自
治
組
織

�

�
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�
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広報なか９月号９

（
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
）」
の
３
層
構
成
と

し
、
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
「
市
民
自
治
組

織
」
と
す
る
こ
と
で
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。
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中
間
自
治
組
織
（
校
区
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
）
は
、
小
学
校
区
を
基
本
と
し
て
設

定
す
る
こ
と
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
現
在
の
神
崎
地
区
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
活
動
経
緯
や
、
構
成
世
帯
数
な

ど
を
考
慮
し
、
２
つ
の
小
学
校
区
で
１
つ

の
校
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
設
置
を
考

え
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
区
を
基
本
と
し
た
新
組
織
を
設

置
す
る
主
な
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
市
と
の
協
働
の
担
い
手
と
し
て
、
主
体

的
に
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
な

規
模
で
あ
る
こ
と

○
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
に
よ

り
、
自
治
会
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い

課
題
な
ど
の
増
加
が
想
定
さ
れ
る
こ
と

○
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ど
を
通
し
て
、親
子
二
世

代
の
交
流
が
あ
り
、
子
ど
も
や
若
者
を

巻
き
込
ん
だ
活
動
が
期
待
で
き
る
こ
と

○
小
学
校
が
、
地
域
の
各
世
代
を
結
ぶ
拠

り
所
と
な
っ
て
い
る
こ
と

　

な
お
、
市
と
の
協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
中
心
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
こ
の
校

区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
あ
り
、
こ
こ
に

は
、
小
学
校
区
内
の
自
治
会
ば
か
り
で
な

く
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
自
主
防
災
・

防
犯
組
織
、
体
育
協
会
や
社
会
福
祉
協
議

会
の
支
部
組
織
、
そ
の
他
多
く
の
市
民
活

動
団
体
や
事
業
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
が
対
等
の
関
係
を
保
ち
な
が
ら

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
た
組
織
体
制
を
目
指

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

★市民自治組織の体系イメージ★市民自治組織の体系イメージ

市民活動課自治推進係　�２９８－１１１１　内線４８４問い合わせ

★校区まちづくり委員会の構成イメージ

★校区まちづくり委員会のエリアイメージ



１０

　

那
珂
市
は
、
８
月
１
日
に
笠
松
運
動
公

園
で
行
わ
れ
る
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
を
「
那
珂
市
の
日
」
と
し

て
開
催
し
、
那
珂
市
民
に
は
無
料
招
待
チ

ケ
ッ
ト
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
市
内
中

学
生
に
よ
る
公
式
戦
前
試
合
が
行
わ
れ
、

は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
に
声
援
が
送
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
に
は

観
客
席
に
向
け
て
ボ
ー
ル
投
げ
込
み
抽
選

会
を
行
い
、
獲
得
者
に
は
那
珂
市
産
の
野

菜
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

試
合
前
に
は
小
宅
近
昭
市
長
が
あ
い
さ

つ
。
市
の
Ｐ
Ｒ
と
素
晴
ら
し
い
試
合
を
繰

り
広
げ
る
選
手
の
皆
さ
ん
を
激
励
し
ま
し

た
。
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
、
水
戸
ホ
ー

リ
ー
ホ
ッ
ク
は
サ
ポ
ー
タ
ー
の
熱
い
応
援

に
応
え
て
見
事
勝
利
し
ま
し
た
。

市
民
活
動
課
自
治
推
進
係

�
２
９
８
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
４
８
４
）

問い
合わせ

　

市
民
の
歌
等
制
定
委
員
会
に
お
い

て
選
定
し
た
歌
詞
・
作
曲
を
、
那
珂

ふ
る
さ
と
大
使
の
ま
つ
い
え
つ
こ
さ

ん
が
編
曲
し
、
去
る
８
月
５
日
、
収

録
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
収
録
さ
れ
た
音
源
を
編

集
、
Ｃ
Ｄ
化
、
音
頭
の
振
り
付
け
な

ど
の
工
程
を
進
め
、
平
成　

年　

月

２１

１０

　

日
（
土
）、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー

１７る
に
て
開
催
す
る
、
市
制
施
行
５
周

年
記
念
式
典
の
な
か
で
披
露
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

【水戸ホーリーホック提供】

①
②
公
式
戦
前
試
合

（
那
珂
二
中
・
那
珂
三
中
）

③
あ
い
さ
つ
を
す
る
小
宅

市
長

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
体
育
係

（
那
珂
総
合
公
園
内
）
�
２
９
７
・
０
０
７
７

問い
合わせ
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◆合いの手収録の様子◆
（右から、宮下敏子、大森信之、長須与佳、まつい
えつこ）※敬称略

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

　

作
詞：

駒
井
瞭

　

補
作：

市
民
の
歌
等
制
定
委
員
会

　

作
曲：

秋
葉
桃
子

　

編
曲：

ま
つ
い
え
つ
こ

　

歌　

：

宮
下
敏
子

�
�
�
�
�
�
�
�
	
	


�
�
�
�


　

作
詞：

駒
井
瞭

　

補
作：

市
民
の
歌
等
制
定
委
員
会

　

作
曲：

中
田
裕
子

　

編
曲：

ま
つ
い
え
つ
こ

　

歌　

：

ま
つ
い
え
つ
こ

　

尺
八：

長
須
与
佳

◆合いの手に参加されたみなさん◆

２００９　Ｊリーグ ディビジョン２ 第３１節
２００９年８月１日（土）　１９：０４キックオフ
笠松運動公園陸上競技場
【入場者数】　３，９１０人
【天候】　曇、弱風　２１．４℃ ／８２％

１前半０
２後半１ ����� �

那
珂
市
は
、
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
推
進
協
議
会
に
加
盟

し
、
同
チ
ー
ム
を
応
援
し
て
い
ま
す
。



広報なか９月号１１
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那
珂
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
１
１
８
）

問い
合わせ
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相
談
者
か
ら
の
話
を
伺
う
限
り
、
契

約
は
成
立
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
し

た
の
で
、
業
者
に
対
し
契
約
が
成
立
し

て
い
な
い
こ
と
、
代
金
は
支
払
わ
な
い

旨
の
通
知
を
書
面
で
す
る
よ
う
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
業
者
か
ら
連
絡
が
あ
り
、

こ
の
契
約
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、

無
事
解
決
し
ま
し
た
。

��������	
�

　

業
者
と
連
絡
を
取
り
、
今
後
、
相
談

者
宅
を
訪
問
し
な
い
旨
の
確
約
を
し
、

代
金
の
返
還
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

断
っ
て
も
無
理
に
商
品
を
置
い
て
い
く

こ
と
、
ま
た
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
関
す

る
法
定
書
面
が
不
備
だ
っ
た
こ
と
な
ど

を
指
摘
し
、
２
件
の
商
品
を
引
き
取
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
両
者
が
納
得
し
、
相

談
を
終
了
し
ま
し
た
。
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�������

　

上
記
の
２
つ
の
事
例
は
、
代
金

支
払
い
の
点
で
対
照
的
な
事
例
で

す
。「
事
例
１
」
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
が
相
談
を
受
け
た
時
点
で

代
金
を
支
払
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

「
事
例
２
」
は
す
で
に
代
金
を
支

払
っ
て
し
ま
っ
た
事
例
で
す
。

　
「
事
例
１
」
は
、
簡
単
な
書
面
を

使
っ
て
通
知
す
る
だ
け
で
解
決
し

ま
し
た
。
し
か
し
、「
事
例
２
」は
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
長
期
間
に

わ
た
り
両
者
の
間
に
入
っ
て
交
渉

し
ま
し
た
が
、
全
額
が
返
金
さ
れ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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「
こ
の
よ
う
な
販
売
方
法
は
変

だ
な
」、「
理
不
尽
な
請
求
だ
な
」

と
思
っ
た
ら
、
そ
の
場
で
お
金
を

支
払
わ
ず
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�

�
�
�
�



１２

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
「
市

民
の
集
い
」
が
７
月　

日
、
ふ
れ

２６

あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
こ
ぼ
り
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。「
我
が
国
の
犯
罪

と
犯
罪
者
処
遇　

塀
の
中
で
懲
り

て
い
る
面
々
」
と
題
し
、
常
磐
大

学
客
員
教
授
の
小
柳
武
先
生
が
日

本
の
犯
罪
情
勢
や
刑
務
所
と
拘
置

所
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し

ま
し
た
。
と
か
く
難
し
く
な
り
が

ち
な
こ
れ
ら
の
話
題
を
、
分
か
り

や
す
い
言
葉
と
優
し
い
表
現
を
交

え
て
説
明
さ
れ
、
参
加
者
の
高
い

関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

消
防
本
部
が
毎
年
こ
の
時
期
に

実
施
し
て
い
る
防
火
花
火
指
導
が

今
年
も
市
内
の
保
育
施
設
・
幼
稚

園
計　

か
所
で
実
施
さ
れ
、
約
９

１４

０
０
人
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に

安
全
な
花
火
の
遊
び
方
を
教
え
ま

し
た
。
今
年
か
ら
那
珂
市
消
防
団

女
性
消
防
部
の
か
た
が
た
が
直
接

指
導
に
当
た
っ
て
い
る
こ
の
教

室
。
最
終
日
と
な
っ
た
８
月
７
日

も
、
芳
野
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち

が
正
し
い
花
火
の
遊
び
方
に
耳
を

傾
け
、
火
の
正
し
い
取
り
扱
い
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�

　

企
業
防
衛
対
策
協
議
会
那
珂
地

区
推
進
協
議
会
総
会
が
７
月　

日
２８

に
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
プ
ラ
ザ
那
珂
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
企
業
間
同
士

や
警
察
と
の
連
携
を
図
り
、
暴
力

団
組
織
等
か
ら
企
業
暴
力
の
防

止
・
排
除
を
し
よ
う
と
す
る
全
国

的
な
動
き
か
ら
、
那
珂
地
区
は
結

成
か
ら　

年
、　

社
が
会
員
に
登

１４

５８

録
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
暴
力
団
等
排
除
に
関

す
る
協
定
を
那
珂
警
察
署
と
結
ぶ

な
ど
、
地
域
の
安
全
・
防
犯
活
動

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

�
�
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�
�
�
�
	


�
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�


　

７
月　

日
、
第　

回
上
地
区
夏

２５

２３

ま
つ
り
が
上
地
区
公
民
館
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
や
舞
踊

な
ど
が
披
露
さ
れ
て
祭
り
を
彩
っ

た
ほ
か
、
参
加
し
た
か
た
が
た
は

焼
き
そ
ば
や
か
き
氷
な
ど
を
食
べ

た
り
、
花
火
を
見
た
り
、
抽
選
会

に
参
加
し
た
り
と
、
地
域
の
祭
り

を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

こ
の
伝
統
の
夏
ま
つ
り
を
と
お

し
て
、
瓜
連
上
地
区
の
か
た
が
た

は
さ
ら
に
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
し

た
。
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広報なか９月号１３

　

８
月
５
日
、
那
珂
市
は
那
珂
市

指
定
管
工
事
組
合
と
災
害
応
急
復

旧
工
事
に
関
す
る
協
定
を
結
び
ま

し
た
。
調
印
式
で
は
、「
本
市
の
防

災
体
制
の
充
実
の
点
か
ら
も
大
変

心
強
い
で
す
」
と
小
宅
市
長
が
あ

い
さ
つ
す
る
と
、「
災
害
時
に
は
一

同
全
力
で
復
旧
に
あ
た
り
ま
す
」

と
鈴
木
博
同
組
合
長
が
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
災
害
に
よ

る
給
・
排
水
管
等
の
破
損
に
対
し
、

迅
速
に
応
急
復
旧
工
事
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
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�
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見  
験  
学  
楽 
瓜
連
の
会
が
主
催
す

け
ん 
け
ん 
が
く 
が
く

る
第
７
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
７
月　

日
に
ふ

２０

れ
あ
い
の
杜
公
園
で
開
催
さ
れ
、

多
く
の
参
加
者
が
ス
ポ
ー
ツ
を
と

お
し
て
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま

し
た
。
初
心
者
も
大
歓
迎
の
大
会

と
あ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
も
多
数

参
加
し
、
三
世
代
に
わ
た
る
参
加

者
が
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。
地

域
に
根
ざ
し
た
こ
れ
ら
の
大
会
を

通
じ
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

面
白
さ
、
楽
し
さ
が
市
内
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
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那
珂
市
子
ど
も
会
育
成
連
合

会
が
主
催
す
る
「
第
５
回
那
珂

市
子
ど
も
会
親
睦
球
技
大
会
」

が
７
月　

日
、
那
珂
総
合
公
園

２５

多
目
的
広
場
を
会
場
に
行
わ

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
暑
さ
に
も

負
け
ず
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

　

大
会
で
は
終
始
、
練
習
を
重

ね
て
き
た
子
ど
も
た
ち
の
気
迫

の
こ
も
っ
た
プ
レ
ー
に
歓
声
が

沸
き
起
っ
て
い
ま
し
た
。

■
大
会
結
果　

優
勝　

鷺
内
子

ど
も
会
／
準
優
勝　

横
堀
／
３

位　

額
田
１
区
／
４
位　

チ
ー

ム
平
野

　
「
市
民
と
と
も
に
創
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
通
理

解
す
る
た
め
、
７
月　

日
、
常
磐

１８

大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部

長
、
井
上
繁
氏
の
基
調
講
演
と
、

市
民
代
表
、
東
海
村
の
自
治
組
織

代
表
等
の
パ
ネ
リ
ス
ト
を
迎
え
て

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
か

ら
成
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜
あ
な
た
も
、
わ

た
し
も
、
み
ん
な
が
主
役
の
ま
ち

づ
く
り
〜
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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■準優勝の「横堀」（横堀小学区）

��������	
�������
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■優勝の「鷺内子ども会」
　（菅谷西小学区）
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７月１５日～８月１４日（敬称略）

ぴっぴお話の会　南波　哲龍
 ４，０２９円
那珂市ゴルフ連盟 １０１，１４８円
野木　利三郎 １０，０００円
平野夏まつり実行委員会
 ３０，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

�����

���������	
��

　那珂市の名産「那珂かぼちゃ」
が８月２９日、テレビ朝日「食彩
の王国」で放映され、那珂かぼ
ちゃが広くPRされました。
　番組には、市内から、那珂か
ぼちゃを生産している小田部幸
行さん・けい子さん夫妻（戸）
と、加工品を販売している菅谷
喜一さん（古徳）が出演され、
那珂かぼちゃの栽培方法や調理
方法の紹介をとおして、ポクポ
クした甘み豊かな那珂かぼちゃ
のおいしさが
PRされまし
た。

��������	

� 人の動き �

那珂市の人口（８月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，７０８人 （＋６）
　女　　　２８，５３１人 （＋６）
　計　　　５６，２３９人 （＋１２）
世帯数　　２０，６３６世帯 （＋１１）

○出生　４５人
○死亡　３４人

（７月１日～３１日）

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，８５３人

　（平成２１年７月末現在・
 前月比３１人減少）
○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　２億６，２１６万円

　（平成２１年７月・
 前月比１，６０７万円減少）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

　社団法人青年海外協力協会関
東キャラバン隊の皆さんが８月
５日、青年海外協力隊応募促進
支援キャンペーンのために小宅
市長を訪ねました。
　このキャラバン隊は、自治体
や関係機関を訪れ、青年海外協
力隊事業の広報活動を行ってい
ます。

土金木水火月日

３２１
１０９８７６５４
１７１６１５１４１３１２１１
２４２３２２２１２０１９１８
３１３０２９２８２７２６２５

休館日

� 今月の納税  �

○国民健康保険税（普通徴収）

 ３期

○後期高齢者医療保険料（普通徴収）

 ３期

納期限：９月３０日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／市収納課収納係

�２９８－１１１１　内線１７２・１７３
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●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を発

行しています。このコーナーでは

その一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

日時／１０月１３日（火）　１３：００～１７：００
　　　１０月２８日（水）　１３：００～１６：００
場所／市役所（本庁）　１階　相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に次まで予約してくだ

さい。
申し込み・問い合わせ／

市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／１０月２３日（金）　１３：００～１６：００
　　　※先着順
場所／市役所（本庁）　５階　会議室
開設相談／

国の行政機関などが行っている仕事に
ついての苦情や意見・要望
相談員／行政相談委員
問い合わせ／

市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／１０月７日（水）、１４日（水）、
　　２１日（水）、２８日（水）
いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福祉

センター「ひだまり」内）　�２９８－８８８１

　農地法第８４条に基づき、平成２１年８
月１日現在の小作地（農地法および農
業経営基盤強化促進法によるもの）の
所有状況を記載した農地基本台帳を次
のとおり縦覧に供します。
○縦覧日時　９月１日（火）～３０日（水）
　　　　　　８：３０～１７：１５
　※土・日曜日および祝日を除く
○縦覧できるかた　農地の借り手・貸
し手およびその同居親族
○縦覧場所　市農業委員会事務局（市
役所本庁２階）
問い合わせ／市農業委員会事務局

　　　　　　�２９８－１１１１　内線２４０

法律相談

４日　那珂クリニック （中台）
�２９５－９８００

１１日　ルリア記念クリニック （中里）
�２９６－３３３３

１２日　瓜連中央医院 （瓜連）
�２９６－０２７１

１８日　鈴木呼吸器科内科 （中台）
�３５３－２８１１

２５日　塙内科消化器科 （後台）
�２９５－２１１０

■診療時間／９：００～１１：３０
※往診はしません。
※保険証は必ずお持ちください。
※診療時間外は、茨城県救急医療情
報コントロールセンター（県メ
ディカルセンター内）へお問い合
わせください。 �２４１－４１９９

行政相談を開設します

���������

小作地の状況の縦覧

　那珂市の避難場所に指定されている総合保
健福祉センター「ひだまり」にこのほど災害
対応支援型自動販売機と自動体外式除細動器
（AED）が新たに設置されました。
　災害対応支援型自動販売機は、災害発生時
に水やお茶が供給できる自動販売機です。電
光掲示板ではニュースのほか、災害時に役立つ情報が
提供されます。なお、通常時は一般の自動販売機と同
様に商品を購入できます。
　AEDは、心室細動を起こした人に一時的に電気
ショックを与えて心臓の動きを正常に戻す機器です。
そのAEDがひだまりに新たに１台設置され、施設入口
付近、高齢者福祉センター窓口の計２か所に配備され
ました。
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����　平成２２年３月３１日まで（３か月以上１月単位）
����　１枠　２万円（１月当たり）
�����　縦６０ピクセル×横１５０ピクセル
����　市内または近隣市町村に店舗等を有するかた　　
　　　　　（政治・宗教活動、風俗営業などを除く）　
�����　詳細は市行財政改革推進室 �２９８－１１１１　内線５７３　まで

心配ごと相談

��������	
������������������
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■材料
豚肩ロース（薄切り） …………３００ｇ　　　　
玉ねぎ …………………………１個　　　　
トマトケチャップ …………… １００ml　　　
ウスターソース ……………… ５０ml　　　　
サラダ油 ……………………… ５０ml　　　　
ローリエ ………………………１枚　　　　
塩・コショウ …………………少々　　　　
レタス …………………………適宜　　　　
パセリ …………………………適宜　　　　

■作り方
①玉ねぎは薄く切ってＡの調味料を混ぜてお
く。

②豚肉は一口大に切り、熱湯の中に入れ手早
くゆでてザルにとり、塩・コショウをする。

③熱いうちに①の中に入れてつけ込む。
④器にレタスを敷き、③を盛り付け、パセリ
のみじん切りをかける。

【なすの揚げ浸し】
■材料
なす …………………………５個　　　　　
砂糖 …………………………大さじ２　　　
酢 ……………………………大さじ３　　　
しょう油 ……………………大さじ４　　　
ごま油 ………………………少々　　　　　
生姜 …………………………１片　　　　　
ねぎ・白ごま ………………少々　　　　　

■作り方
①なすは縦半分に切り、皮の方に斜めに切り
込みを入れ、横半分に切る。

②油で揚げ、熱いうちにＡの調味料につけ
る。

③ねぎの千切りと白ごまを振る。

��������	

ヘルスメイトさんが作る健康料理�

�
�
�
�
�

Ａ

■夏バテ解消に最適！
　お子様にも喜ばれる味です。作り置きし
ておけるので、とても重宝です。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

菅谷（こども食部会）

平野智子さん

�

�
�

�
�

Ａ

■なぜ野焼きは禁止なの？
　野外焼却（野焼き）は、有害なダイオキシン類等を発生させ
る原因にもなり、下記の例外となる焼却以外は法律で禁止され
ています。

■このような苦情が寄せられます…
　環境課には「外に干した洗濯物やふとんに煙のにおいが付着
して困る」、「ぜんそくを患っているので野焼きをやめさせてほ
しい」「隣で野焼きをしていて、火の粉が風で飛び火しそうで怖
い」などの苦情が毎年寄せられます。
■私たちの健康にも環境にも悪影響�
　野外焼却することによって発生するダイオキシンなどの有害
物質は、私たちの健康や生活環境に悪影響を及ぼします。
■次の焼却も「野焼き」になります
　小型焼却炉やドラム缶、ブロック積みでの焼却および穴を
掘って廃棄物を燃やすことは野焼きになり、近所の迷惑になり
ますのでやめましょう。
■家庭の草や剪定枝などの処理は？
　那珂市指定袋に入れ、可燃ごみ収集日に出してください。指
定袋が破けてしまうような場合は、処分できる基準（太さ５セ
ンチメートル以内の枝木を長さ５０センチメートル以内）にそろ
え、直径３０センチメートル程度の束にし、その束に指定袋を巻
きつけて出してください。一回に出す量は３束までです。
　大きさは基準内ですが、多量で燃えるゴミの日に出すことが
困難の場合は、環境センターに直接搬入してください。（有料）
環境センターで受け入れができない、基準よりも太く大きいと
きは、専門の処理業者へ依頼してください。（有料）
■野焼きを発見したら？
　野焼きの場所や状況について次までお知らせください。
　〇環境課　　�２９８－１１１１（平日昼間）
　〇消防本部　�２９５－２１１１（平日夜間、土・日曜日、祝日）
　〇不法投棄野外焼却　�０１２０－５３６－３８０（平日昼間）

■問い合わせ　環境課環境衛生係　�２９８－１１１１　内線２５４

��������������
����������������������

〇例外
災害時の応急対策、風俗習慣上・宗教上の行事、農
業を営むためにやむを得ず行う稲わらや害虫駆除の
ための焼却、林業などで伐採した枝木の焼却、たき
火やキャンプファイヤーなど
例外として認められているものでも、煙の向きや時
間帯など周囲への配慮は大切です。住宅地付近での
焼却は控えるようにしましょう。

������

������������
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一
嗣 

　

歳
７４

額
田
東
郷 

秋
山　
　

剛 

　

歳
９２

菅
谷 

郡
司　
　

さ
つ
き 

　

歳
５５

大
内 

根
本　
　

直
夫 

　

歳
９３

中
台 

友
部　
　

文
昭 

　

歳
５１

横
堀 

中
庭　
　

和
子 

　

歳
７８

菅
谷 

宇
野　
　

と
み 

　

歳
７９

菅
谷 

長
谷
川　

静
子 

　

歳
８１

戸
崎 

黒
澤　
　

忠
男 

　

歳
７８

古
徳 

佐
藤　
　

ふ
よ 

　

歳
８９

静 

樫
村　
　

つ
な 

　

歳
９４

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

突
き
出
し
の 
心
太 
と
こ
ろ
て
ん 
食 
み
汽
車
を
待
つ 

井　

坂　

光　

位

は

土
用
波
素
足
に
砂
の
生
命
あ
り 

栗　

原　

三　

枝

昼
顔
や
廃
車
の
山
に
人
寄
ら
ず 

木　

内　

晴　

絵

マ
ン
シ
ョ
ン
の
鍵
に
大
き
な
夏
の
鈴 

長
谷
川　

和
希
子

老
鴬
や
な
お
八
十
の
耳
澄
ま
す 

眞　

�　

一　

耕

麦
秋
も
死
語
と
な
り
し
か
こ
の
あ
た
り 

栗　

原　

冨　

久

蝉
時
雨
鐘
楼
に
立
つ
定
め
札 

鈴　

木　

三　

風

夏
祭
り
さ
く
ら
が 
射 
す
達
磨
か
な 

堀　

口　

泉　

流

お
と

握
手
し
た
孫
の
大
き
な
汗
も
ら
う 

飯　

島　

カ
チ
子

一
病
の
あ
り
て
す
こ
や
か
夜
の
秋 

塙　
　
　

静　

風

旅 
出 
で
し
る
ん
る
ん
気
分
に
梅
雨
晴
れ
間 

萩
野
谷　

ヨ
シ
子

い

放
牧
の
牛
見
つ
つ
飲
む
冷
や
し
乳 

堀　

口　

白　

流

隠
居
せ
し
町
医
や
甚
平
よ
く
似
合
い 

秋　

野　

三　

峰

【俳　句】瓜連かつらぎ俳句会

【短　歌】ときわ短歌会

新
盆
に
帰
り
く
る
友
を
思
い
つ
つ
灯
明
立
て
て
賑
や
か
に
待
つ 

阿　

部　

幸　

子

ぎ
い
ぎ
い
と
青
竹
の
鳴
る
藪
の
な
か
国
に
帰
れ
ぬ 
髑
髏 
が
眠
る 

仲　

沢　

照　

美

ど
く
ろ

ゆ
る
体
操
の
音
楽
か
け
れ
ば
眠
り
入
る
猫
に
も
子
守
歌
の
あ
る
ら
ん 

や
ま
と
ち
ず
る

鳥
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
ら
し
と
う
が
ん
の
芽
の
二
つ
三
つ
朝
露
に
濡
る 

武　

田　

八
重
子

ジ
ー
ジ
ー
と
天
を
裂
く
ご
と
鳴
り
響
く
蝉
の
声
聞
く
雨
あ
と
の
庭 

海　

野　

宏　

幸

一
輪
の
む
く
げ
を
活
け
し
テ
ー
ブ
ル
に
夫
と
向
い
て
朝
餉
と
り
お
り 

山　

屋　

勝　

代

こ
の
辺
が
限
り
か
と
高
く
廻
り
つ
つ
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
帰
る
夕
空 

川　

上　

恵
美
子

梅
雨
空
に
洗
脳
さ
れ
そ
な
夕
方
に
桜
桃
の
た
ね
吹
き
飛
ば
し
た
り 

梅　

沢　

悦　

子

七
夕
に 
真
菰 
の
馬
に
ま
た
が
れ
ば
兄
が
手
づ
な
を
引
い
て
く
れ
た
り 

草　

野　
　
　

豊

ま
こ
も

紅
の
傘
を
た
た
み
て
地
に
置
け
る 
木
槿 
を
見
上
ぐ
夜
明
け
の
庭
に 

加　

藤　
　
　

要

む
く
げ



　今年で８回目となる友好都市ス
ポーツ交流事業が８月７日、８日
に那珂市で開催されました。 
　今回那珂市を訪れた横手バレー
ボール少年団の皆さんは、サンフ
ラワースポーツ少年団、瓜連バレ

ーボールスポーツ少年団と交流試
合を行い、日頃の練習の成果を出
し切る一進一退の攻防で打ち合い、
さわやかな汗を流しました。両市
の親睦とスポーツへの理解・友情
を深めました。 
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